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2022年度 社会学科 

卒業論文題目一覧 

 

■人間学コース  

 

 ケアし、ケアされる人々を尊重した社会の構造 

 死刑制度を維持する意義はあるのか 

 フレーゲ晩年遺稿における数学基礎論の再考 

 なぜ人は自己犠牲をしてしまうのか 

 道徳は人類を滅亡させうるか－反出生主義の構造とその意義－ 

 セクシャリティとジェンダーに関わる現代社会の生きづらさについて 

   －道元の思想を手がかりに－ 

 

■社会学コース 

 

 ディズニー作品から見る女性像の変化 

 ファッションからみる地域格差－文化資本の視角から－ 

 両立支援制度と企業の関係 

 外国人技能実習生のオンライン日本語教室への参加の意味 

－「オンライン日本語サロンいろり」の事例から－ 

 テレビドラマが与える社会影響－セクシュアルマイノリティの例から考える－ 

 パネルデータから見た結婚意欲の変化－将来の希望との関連－ 

 恋愛リアリティーショーから見る現代の恋愛観 

 日本における共同親権導入について 

－賛成派・反対派それぞれへのインタビューから－ 

 持続的な地域防災活動に向けた地域コミュニティの在り方－浜松市を事例に－ 

 「ネット右翼」のライフストーリー 

 発達障害を持つ生徒の教育の現状と課題－教員の語りから考える－ 

 共働き世帯の食事管理 

 同性パートナーシップ制度の課題と展望－当事者へのインタビューから－ 

 女性向けの自己啓発本にみる自己コントロール言説－その時代的変化を分析する－ 

 大卒若年労働者の仕事観－働く事例から早期離職を考える－ 

 貧困の子どもへの生活支援について 

－生活支援事業の担い手へのインタビュー調査から－ 
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 思春期へと成長する子どものいるステップファミリー 

－親へのインタビュー調査から－ 

 夫の家事・育児分担と夫婦間の会話時間の関連について 

 母子家庭の女子の大学進学－子ども視点の語りに着目して－ 

 マンガから読み取る「あるべき男性像/男性性」 

－『バクマン』においての描写と読者の反応から－ 

 犬猫譲渡活動を行う動物愛護団体の現状と課題 

 

■心理学コース 

 

 逸脱行動と道徳基盤の関連－セルフ・コントロールによる調整効果を含めた検討－ 

 フィクション作品における「やられ描写」への嗜好 

－BDSM研究を参考にした非病理性と過去の接触頻度との関連の検討－ 

 教員の認識する学校組織風土と連携・協働の効果との関連をワーク・エンゲイジメント

が媒介するか 

 期待した感謝と実行された感謝の差異が向社会的行動に及ぼす影響 

－用心深さと援助能力評価の調整に着目して－ 

 留学生の異文化適応プロセスにおけるストレスイベントとソーシャルサポート 

－mono-, bi-, multi-culturalの３つのネットワークに注目して－ 

 性役割観と年齢役割観による組織リーダーステレオタイプ 

 大学生における孤食の感じ方の違いについて－孤独感と公的自己意識に着目して－ 

 利益最大化戦略者はなぜ最善の選択にこだわるのか－自己価値の随伴性に着目して－ 

 帽子の着用が印象評価に与える影響 

 ふれ合い恐怖心性と同性友人へ抱く期待との関連 

 大学生の愛着とソーシャル・サポートの提供、および入手との関連 

－知覚されたサポートに着目して－ 

 大学生の性役割態度と職業価値観が職業選択に与える影響 

 インポスター現象とセルフ・コンパッションの文化的比較－日本とタイの比較－ 

 絵文字は謝罪場面の不安を低減するか－半知り関係と親密関係に着目して－ 

 

■文化人類学コース 

 

 「旧車」とともに暮らすライダーたち－バイクの整備に着目して－ 

 「誰」が為のアニメ作り－二次創作制作チーム「どラリススタジオ」を例に－ 

 彩られていく砥部焼－地域住民と窯元の実践から－ 

 「うつ病」が再編するつながり 
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 終わりゆく伝統芸能－石川県・大福寺獅子舞を例に－ 

 筆談カフェ・桐林館喫茶室がつなぐ人々－福祉・アート・カフェに注目して－ 

 負けを悟ったさきで賭け続ける－静岡競輪場に集う人びとの語りと実践から－ 

 育て、繋げられていく 稔（みの）りの棚田 

－静岡県菊川市 せんがまちの棚田の事例から－ 

 居心地の良さを求めて－静岡大学の留学生が見つけるサードプレイス－ 

 たばこを吸う心と身体－喫煙者のライフストーリーからの分析－ 

 地元愛をめぐるオートエスノグラフィー 

 

■歴史学コース 

 

（日本史分野） 

 大正～昭和初期における童謡の性質とその変化－童謡雑誌を中心に－ 

 武田遺臣の由緒 

 応仁の乱における民衆の一揆の在り方 

 藤原基衡による毛越寺建立の意図 

 十五年戦争期のニュース映画とその衰退－映画雑誌の批評を中心に－ 

 藤原道長の政治にみる政策と実務 

 『信貴山縁起絵巻』の解釈とその制作－説話と文献史料の分析から－ 

 大正～昭和初期におけるモダンガール像－新聞資料の分析から－ 

 明治五年の「学制」と静岡県における教育の普及 

 日中戦争期における、関東軍防疫部の組織状況について 

 『看聞日記』にみる中世喫茶文化の特色 

 

（世界史分野） 

 近代中国社会とキリスト教の関わり 

－美国宣道会・美南浸信会・パリ外国宣教会を中心に－ 

 1960年代アメリカのリベラリズム－カーナー委員会とニクソン政治の繋がり－ 

 インド高等文官の起源－18世紀後半ヘイスティングズのインド文化重視政策－ 

 

（考古学分野） 

 静岡・清水平野の古墳時代初頭の政治的拠点の形成 

 静岡県愛鷹山麓第 1期 BBV層期における環状ブロック群の研究 

 静岡県内出土縄文土器の敷物圧痕からみる編組製品の様相 

－資料の基礎的検討と静岡県内の集成－ 

 縄文時代の洞窟遺跡の利用形態について－滝沢鍾乳洞遺跡と周辺遺跡の様相－ 


